
令和５年３月号　10

議
会
情
報

令
和
５
年
第
１
回
鶴
居
村
議
会
臨
時
会

　

今
臨
時
会
は
２
月
16
日
の
会
期
で
開
か
れ
、

議
案
３
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
原
案
の

と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ

い
て
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て
）

議
案
第
２
号　

鶴
居
村
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
鶴
居
村
立

鶴
居
診
療
所
）

議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

採
用
・
募
集

予
備
自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
は
、
防
衛
・
災
害
派
遣
・
国
際
協

力
な
ど
を
担
っ
て
お
り
、
日
々
国
内
外
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

陸
・
海
・
空
に
広
が
る
多
彩
な
職
種
・
職

域
の
中
か
ら
自
分
を
活
か
せ
る
仕
事
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
・
金

融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す

る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

１
．
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
２
日
か

ら
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者

２
．
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴　

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

⑵　

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
者
及
び
２
０
２
４
（
令
６
）
年
３
月

ま
で
に
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

●
受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
の
U
R
L
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

●
第
１
次
試
験
日

　

令
和
５
年
６
月
４
日
㈰

●
問
合
せ
先

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

　
（
内
線
４
２
５
２
）

海
上
保
安
学
校
学
生
等
の
試
験
の

お
知
ら
せ

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験
と
海
上
保
安
官
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
） 

●
受
験
資
格　

2
0
2
3
（
令
和
５
）
年
４

月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

2
0
2
3
（
令
和
５
）
年
９
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
者　

等

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
８
日
㈬

ま
で
（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

●
第
１
次
試
験　

５
月
14
日
㈰
／
試
験
地
：

釧
路
市
な
ど

●
第
２
次
試
験　

６
月
７
日
㈬
～
６
月
28
日

㈬
の
指
定
す
る
日
／
試
験
地
：
小
樽
市

●
海
上
保
安
官
採
用
試
験
（
大
卒
者
対
象
） 

●
受
験
資
格　

1
9
9
3
（
平
成
５
）
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
及
び

2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
3
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
見
込
み
の
者　

等

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
3
月
20
日
㈪

ま
で
（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

●
第
１
次
試
験　

６
月
４
日
㈰
／
試
験
地
：

札
幌
市

●
第
２
次
試
験　

７
月
11
日
㈫
～
7
月
19
日

㈬
の
指
定
す
る
日
／
試
験
地
：
小
樽
市

●
問
合
せ
先

　

釧
路
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
５
４

－

22

－

０
１
１
８

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）

※令和５年１月末時点
　総人口　　2,486人（＋1）
　　男性　　1,237人（＋2）
　　女性　　1,249人（－1）
　うち外国人人口
　　　　　　 40人（＋1）

　世帯数　1,207世帯（＋1）

死亡事故ゼロの日
　2,632日（１月末時点）

お誕生おめでとうございます
（令和５年１月届出分）

加古　扇
せん

太
た

郎
ろう

 くん　男の子
　　　　　　　　 鶴居市街

試験場所
釧路駐屯地

予定

帯広駐屯地
予定

釧路地方
合同庁舎

予定

釧路地方
合同庁舎

予定

試験日

４月15日㈯
（予定）

５月20日㈯
（予定）

一次試験　
４月22日㈯・23
日㈰　※23日
については飛
行要員のみ

受付期間

１月10日㈫

～

４月６日㈭

３月１日㈬

～

５月９日㈫

３月１日㈬

～

４月14日㈮

資　格
18歳以上
34歳未満

18歳以上で保有
する技能に応じ
53歳～55歳未満

18歳以上
33歳未満

22歳以上26歳
未満の者で大学
卒業程度の学力

を有する

種　目
予備自衛官補

（一般）

予備自衛官補
（技能）

一般曹
候補生

（陸・空・海）

一般幹部
候補生

（陸・空・海）

※
一
般
幹
部
候
補
生
は
飛
行
要
員
も
あ
り
ま

　

す
の
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
試
験
日
及
び
試
験
場
所
は
変
更
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　

役
場
総
務
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部　

釧
路
出
張
所

　

☎
０
１
５
４

－

22

－

１
０
５
３



11　令和５年３月号

注
意
喚
起

通
行
規
制
区
間
へ
の
進
入
の
危
険
性

に
つ
い
て 

　

冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な
い
道
路
で

は
通
行
止
め
の
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
か
ら
侵
入
す
る
と
、

吹
き
だ
ま
り
に
衝
突
し
た
り
、
車
両
が
ス
タ

ッ
ク
し
孤
立
す
る
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
重

大
な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
危
険
で
す
の
で
指
定
さ
れ
た
迂
回
路

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
通
行
規
制
情
報
（
北
海
道
地
区
道
路
情
報

の
ペ
ー
ジ
）

　

https://info-road.hdb.hkd.m
lit.go.jp/

RoadInfo/index.htm

●
問
合
せ
先

　

北
海
道
釧
路
総
合
振
興
局
釧
路
建
設
管
理

部
維
持
管
理
課

　

☎
０
１
５
４

－

23

－

０
５
６
３

パ
ソ
コ
ン
ウ
イ
ル
ス
除
去
費
用
等
を

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
う
？

　

釧
路
警
察
署
管
内
で
、「
パ
ソ
コ
ン
ウ
イ

ル
ス
除
去
費
用
」
や
「
サ
イ
ト
利
用
料
金
」

な
ど
を
名
目
に
電
子
マ
ネ
ー
を
要
求
さ
れ
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
う
架
空
料
金

請
求
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
い
を
要
求
さ
れ
た
ら
、

そ
れ
は
詐
欺
で
す
。
電
子
マ
ネ
ー
を
要
求
さ

れ
て
も
、
購
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、
警
察
か
ら

電
子
マ
ネ
ー
販
売
店
に
対
し
て
声
掛
け
を
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
家
族
や
警
察
に
相

談
を
！

（
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
）

●
問
合
せ
先　

釧
路
警
察
署

　

☎
０
１
５
４

－

23

－

０
１
１
０

橋
名
板
の
盗
難
被
害
防
止
の
呼
び
か
け

　

道
道
に
お
い
て
橋
（
き
よ
う
）
名
（
め
い
）

板
（
ば
ん
）
の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

橋
名
板
と
は
、
橋
や
川
の
名
前
を
記
し
た

金
属
製
の
プ
レ
ー
ト
で
、
地
域
の
目
印
と
し

て
役
立
つ
よ
う
、
橋
の
両
端
に
設
置
し
て
い

る
設
備
で
す
。

　

道
民
の
財
産
を
守
る
た
め
、
橋
の
前
後
な

ど
で
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
な
ど
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

　

家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

◎ 

気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風
雪
が
予

想
さ
れ
る
と
き
は
、
外
出
を
避
け
ま
し
ょ

う
。

◎ 

日
頃
か
ら
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
・

携
帯
ラ
ジ
オ
・
防
寒
具
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス

ト
ー
ブ
・
灯
油
・
非
常
食
・
飲
料
水
な
ど

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎ 

Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
給
排
気
口
付
近

が
雪
で
ふ
さ
が
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。お

知
ら
せ

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
の
お
知
ら
せ

　

相
続
登
記
義
務
化
の
制
度
が
令
和
６
年
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

相
続
登
記
の
申
請
は
専
門
家
で
あ
る
司
法

書
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

登
記
手
続
き
に
必
要
な
書
類
の
ご
案
内
に
つ

い
て
は
、
釧
路
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
登
記
手
続
き
案
内
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
予
約
が
必
要
と
な
り
、
電
話
で
の
ご
説
明

と
な
り
ま
す
。）

●
問
合
せ
先
・
相
談
先

　

釧
路
司
法
書
士
会
（
無
料
相
談
受
付
）

　

☎
０
１
２
０

－

13

－

７
８
３
２

　

釧
路
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
kushiro/

　

釧
路
地
方
法
務
局　

登
記
部
門　

　

☎
０
１
５
４

－

31

－

５
０
２
１

そ 

の 

他

引
っ
越
し
の
際
は
、
住
民
票
の
異
動

を
忘
れ
ず
に

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る
引
っ
越
し

で
、
住
所
を
異
動
さ
れ
る
方
は
、
住
民
票
の

異
動
届
（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
）
が

必
要
で
す
。

　

住
民
票
の
異
動
届
は
、
国
民
健
康
保
険
や

国
民
年
金
の
資
格
の
確
認
や
、
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、本
人
確
認
書
類
と
な
る「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」の
住
所

等
は
最
新
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
あ
わ
せ
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
転
出
届
」
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
等
を
通
じ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
問
合
せ
先

　

住
民
生
活
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
３

 凍原社２月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

我
が
ま
ま
の
言
え
る
夫
い
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン

節
分
の
一
升
枡
や
父
の
影

湯
に
ひ
た
り
一
息
ご
と
の
厄
落
し

節
分
や
豆
投
げ
る
先
去
年
の
闇

節
分
や
心
の
鬼
へ
豆
を
食
ぶ

仔
牛
生
れ
福
は
内
に
と
成
つ
て
欲
し

節
分
や
歳
の
数
程
居
間
に
ま
き


